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サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
始
ま

り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
で

お
世
話
に
な
っ

て
い
た
息
子
た

ち
共
々
寝
不
足

の
日
々
が
続
き
ま
す
。
日
本
対
カ

メ
ル
ー
ン
戦
が
行
わ
れ
る
日
の
新

聞
に
「
車
座　
日
本
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
夜
」
と
い
う
見
出
し
で
、

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
５
月
24
日

の
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
の
韓
国
戦
で

完
敗
し
た
夜
、
選
手
だ
け
で
話
し

た
い
と
初
め
て
全
員
が
椅
子
を
丸

く
並
べ
て
座
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
腹
を
割
っ
て
サ
ッ
カ
ー
観

を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
以
後
、
中
盤
の
要
の
選
手
を
中

心
に
何
度
も
車
座
に
な
っ
て
話
す

姿
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ん
？

日
本
代
表
は
そ
れ
ま
で
チ
ー
ム

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
と
思
わ
ず

ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
組
織
や
集
団
が
効
果
的
に

機
能
す
る
た
め
に
は
３
つ
の
条
件

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
ひ
と

つ
は
目
標
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ふ
た
つ
目
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
こ

と
、
最
後
が
メ
ン
バ
ー
間
に
相
互

依
存
、
相
互
信
頼
が
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
三
条
件
を
促
進
さ

せ
て
「
集
団
」
を
よ
り
機
能
的
な

「
チ
ー
ム
」
と
し
て
い
く
こ
と
を

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
言
い
ま

す
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
フ
ラ
ッ

ト
な
関
係
の
た
め
に
丸
く
な
っ
て

座
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
や
す

い
し
か
け
を
作
り
、
お
互
い
に
ブ

レ
イ
ク
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
…
普
通
は
。
日
本
代
表
は

遅
れ
ば
せ
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
で
し
た
が
、
幸
先
良
く
結
果
が

出
て
効
果
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

組
織
に
か
か
わ
る
様
々
な
人
々

が
、
車
座
に
な
っ
て
、
忌
憚
な
く

思
う
と
こ
ろ
を
出
し
合
っ
て
、
知

識
や
情
報
を
共
有
し
、
組
織
の
課

題
や
活
動
の
方
向
性
を
見
い
だ

し
、
組
織
の
機
能
を
高
め
て
い
く

…
こ
れ
は
多
く
の
課
題
を
与
え
ら

れ
て
い
る
私
た
ち
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

お
い
て
も
ま
た
必
要
な
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

（
川
島　

惠
美
）

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

年
間
聖
句

主を待ち望め。
　　雄々しくあれ、
　　　　心を強くせよ。

 （詩編27編14節）

若きリーダーの活躍に期待をこめて!!
　

５
月
２
日
（
日
）
〜
４
日

（
火
）
の
２
泊
３
日
で
、
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
春
季
リ
ー
ダ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
も
大
阪
府

立
総
合
青
少
年
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
ま
で
行
き
、
三
宮
・
西

宮
・
西
神
戸
・
三
田
の
各
リ
ー

ダ
ー
会
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
経
験

が
な
い
、
ま
た
は
キ
ャ
ン
プ
経

験
が
少
な
い
リ
ー
ダ
ー
総
勢
35

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
カ

ヌ
ー
や
カ
ヤ
ッ
ク
・
登
山
・
野

外
料
理
な
ど
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
知

識
・
技
術
の
習
得
に
励
み
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
中
に

は
、
初
め
て
挑
戦
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
り
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
も
う
１
つ

の
大
き
な
目
的
は
、
キ
ャ
ン
プ

体
験
を
通
し
て
起
き
る
様
々
な

出
来
事
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
一
歩
踏
み
出
し
、
乗
り
越

え
、
そ
し
て
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
自

分
の
考
え
を
み
ん
な
に
伝
え
る

べ
き
だ
ろ
う
か
」「
今
の
自
分

は
周
り
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
」「
次
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
何
を
選
択
し
よ
う
」
な

ど
、
キ
ャ
ン
プ
中
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
に
は
、
非
常
に
多
く
の
心

の
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
の
葛
藤
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
、
周
り
の
み
ん

な
に
受
け
止
め
ら
れ
、
受
け
入

れ
ら
れ
た
時
の
表
情
は
、
と
て

も
生
き
生
き
し
て
い
ま
し
た
。

た
っ
た
３
日
間
で
人
は
大
き
く

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
リ
ー
ダ
ー

た
ち
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
３
日
間

で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
心

を
揺
り
動
か
し
な
が
ら
キ
ャ
ン

プ
を
し
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
キ
ャ
ン
プ
で
同
じ
よ
う
な

気
持
ち
を
体
験
し
た
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
、
こ
の
夏
の
キ
ャ
ン
プ

で
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
寄

り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　

５
月
23
日
（
日
）
に
神
戸
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
本
館
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、

２
０
１
０
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
委
嘱
式
を
実
施
し
、

１
５
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
山
口
元
氏
（
社
会

福
祉
法
人
光
朔
会
オ
リ
ン
ピ
ア

総
施
設
長
）
よ
り
基
調
講
演
が

あ
り
、
参
加
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
か
ら

始
ま
り
、
使
命
、
そ
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
は

何
な
の
か
を
お
話
い
た
だ
き
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
活
動
へ

の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
各
リ
ー
ダ
ー
会
に
分
か

れ
、
基
調
講
演
に
つ
い
て
討
議

し
、
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
活

動
を
考
え
る
良
い
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
９
年
度
タ
イ

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
報
告
会
で

は
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
参
加

リ
ー
ダ
ー
か
ら
現
地
の
様
子
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
写
真

を
交
え
な
が
ら
話
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、「
出
会

う
人
た
ち
の
目
線
に
立
ち
、
相

互
理
解
を
深
め
、
そ
の
国
に
関

心
を
持
つ
こ
と
か
ら
平
和
は
創

ら
れ
る
」
こ
と
を
熱
く
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
委
嘱
式
。
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
代
表
し
て
水
野

総
主
事
よ
り
、「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
委
嘱
状
を
渡

し
、
改
め
て
委
嘱
す
る
意
味
は

何
か
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
行
動
に
対
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
責
任
を
担
う
こ
と
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
て
も
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
メ

ン
バ
ー
、
そ
し
て
仲
間
に
対
し

て
責
任
を
担
う
意
味
が
あ
る
」

と
期
待
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
、
各
リ
ー
ダ
ー
会

代
表
者
に
委
嘱
状
と
聖
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
度
、
新
た
な
１

年
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
「
若
者
と
子

ど
も
の
い
の
ち
が
光
輝
く
よ
う

に
」
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
特
に
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　神戸キリスト
教青年会の定期
総会が５月28日
（金）午後６時
30分から開催さ
れました。

　古澤啓太牧師の司式による礼拝の後、
武田寿子会長が議長を務め、新総会構
成員紹介の後、逝去された遠藤彰さん、
上村雄人さん、藤森元さん、前田美智
子さん、森田義章さんを偲んで黙祷を
捧げました。引続き、議事では以下の
方々が役員（任期2010年６月から2012
年５月）に選任されました。（50音順。
再任含む。敬称略）

〈常議員〉
　 飯田義雄、大塚章信、大野勉、岡田
佑一郎、小澤昌甲、尾上尚司、川崎
孝子、川島恵美、草野修、熊谷親啓、
鈴木博和、島田恒、城純一、鈴木誠
也、武田寿子、多胡葉子、長井慎吾、
中尾英輔、中道基夫、橋崎頼子、濵
浩一、広瀬一雄、松本文男、水野雄
二、森愛子、森恭子、森紘一、安行
英文、山口政紀、吉田昌義

〈監事〉
　中條道雄、山本常雄、柳谷利起

　チャペルから食堂へ移動しての第２
部では、和やかな雰囲気の中で懇談が
あり、以下の方々にボランティア奨励
賞が授与されました。（受賞者の詳細は
４面）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
委
嘱
式

神戸キリスト教
青年会

総会　開催

神戸キリスト教
青年会

総会　開催

春
季
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

夕陽会：先輩リーダーから
のメッセージ。
とても心に響きました。

カヤックトレーニング：
パドルを持って出発。
少し緊張気味です。

水野総主事からリー
ダーたちへ期待を込
めて委嘱状と聖書の
贈呈
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幕
末
に
開
国
を
迫
ら
れ
近
代
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め

た
日
本
は
、
や
が
て
帝
国
主
義
へ
と
向
か
い
、
日
清
戦
争

か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
に
至
る
ま
で
戦
争
の
時
代
が
続
い

た
。

　

第
二
次
大
戦
が
終
わ
り
、
敗
戦
国
と
な
っ
た
日
本
は
民

主
主
義
国
家
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
た
。
人
々
は
は
じ
め
て

聞
く
民
主
主
義
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
ど
の
よ
う
に
復

興
を
進
め
る
か
を
考
え
続
け
た
。
私
は
そ
の
時
代
と
と
も

に
生
き
て
き
た
。

　

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
歴
史
の
前
半
は
戦
争
の
中
に
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
青
年
た
ち
の
た
め
に
何
を
し
た
か
。

　

聖
書
に
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

　
「
と
ら
え
ら
れ
た
イ
エ
ス
を
見
て
い
た
ペ
テ
ロ
は
、
周

囲
の
人
か
ら
あ
な
た
は
イ
エ
ス
と
と
も
に
い
た
で
は
な
い

か
と
指
摘
さ
れ
る
と
、
違
う
と
否
定
し
た
。
三
度
目
の
否

定
を
し
た
と
き
鶏
が
鳴
き
、
イ
エ
ス
は
振
り
向
い
て
ペ
テ

ロ
を
見
つ
め
た
。
ペ
テ
ロ
は
『
き
ょ
う
、
鶏
が
鳴
く
前
に
、

三
度
わ
た
し
を
知
ら
な
い
と
言
う
で
あ
ろ
う
』
と
言
わ
れ

た
イ
エ
ス
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
外
へ
出
て
、

激
し
く
泣
い
た
」（
ル
カ
：
22
／
61
）。

　
「
イ
エ
ス
が
ピ
ラ
ト
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
と
き
、
ピ

ラ
ト
は
集
ま
っ
た
祭
司
長
た
ち
と
役
人
と
群
衆
に
、
こ
の

人
は
訴
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
、

む
ち
打
っ
て
か
ら
ゆ
る
し
て
や
る
こ
と
に
し
よ
う
と
言
う

と
、
彼
ら
は
大
声
を
上
げ
て
詰
め
よ
り
、
イ
エ
ス
を
十
字

架
に
つ
け
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
声
が

勝
っ
た
」（
ル
カ
：
23
／
23
）。

　

そ
の
と
き
ど
き
の
都
合
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
人
間
の

信
念
を
簡
単
に
覆
が
え
し
た
り
、
正
義
や
真
実
を
超
え
る

こ
と
す
ら
あ
る
。
私
は
ペ
テ
ロ
と
は
違
う
。
誰
が
そ
う
言

い
き
れ
る
だ
ろ
う
。
人
間
は
弱
く
、
そ
の
故
に
罪
を
重
ね

る
自
分
を
見
つ
め
、
心
の
中
で
泣
く
。
イ
エ
ス
を
十
字
架

に
つ
け
た
そ
の
声
は
戦
時
に
も
聞
こ
え
た
。
心
の
中
で
そ

れ
は
違
う
と
思
い
な
が
ら
、
私
た
ち
は
口
を
つ
ぐ
ん
で
い

た
。

　
『
神
戸
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
百
年
』
の
編
纂
時
、
歴
史
家
か
ら
な

ぜ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
戦
争
に
反
対
す
る
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た

の
か
を
厳
し
く
問
わ
れ
た
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
現

在
の
基
準
で
過
去
の
も
の
ご
と
を
判
断
す
る
の
は
簡
単
だ
。

私
た
ち
は
間
違
っ
て
い
た
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

人
と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
、
私
た
ち
は
考
え
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。　

　

皆
が
重
荷
を
負
っ
て
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
の
、
何
を

肯
定
し
何
を
否
定
し
な
が
ら
私
た
ち
は
歩
ん
で
い
く
の
か
。

神
の
働
き
手
と
し
て
正
義
と
愛
と
人
間
の
尊
厳
を
考
え
る

知
恵
と
力
を
備
え
、
た
と
え
足
取
り
は
弱
く
と
も
新
た
な

五
十
年
、
百
年
に
向
け
て
進
み
た
い
。
世
界
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
い
ま
こ
そ
、
信
仰
と
そ
れ
に
伴
う
正
義
と

愛
が
私
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
覚
え
な
が
ら
。

　

１
２
５
周
年
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

『
歴
史
の
中
で
』 

今　

井　

鎮　

雄

 

（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
顧
問
）

　５月30日、夏のような日差しの下、48家族150名
が集い、ひと時を共にしました。新神戸から、道程
に隠されたクイズを解きながら市ヶ原を目指しまし
た。到着後、まずは手分けして運んだ材料・器材で
カレー作り！　デザートはお父さんチームによるサ
モア（一度食べたらやめられない魔法のおやつ、焼
いたマシュマロとチョコをクラッカーではさみま
す）みんな口いっぱいに頬張りました。
　布引の美しい新緑に心が解き放たれたようでし
た。４ヶ月のお子さんからおじいちゃんおばあちゃ
んに、リーダーやリーダーＯＢＯＧ、スタッフを加
えると総勢170名余りが、和気あいあいと木漏れ日
の中を歩く姿は、まさに圧巻でした。
　ウエルネスセンター三宮は「ファミリーＹＭＣ
Ａ」を目指します。家族や家族同士の関わりを深
め、スタッフや
リーダーも含め
て、ＹＭＣＡファ
ミリーとしてその
絆を強めていきま
す。We are open 
for all！！　またお
会いしましょう！！

【
寄
付
金
】

【
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

 

創
立
１
２
５
周
年
協
賛
金
】

感　

謝

阪
本
伸
彦
、
今
田
稔
、
山
本
常
雄
、
㈱
シ

ミ
ズ
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役　

清
水
泰
人
、

サ
ン
ヨ
ー
環
境
㈱
代
表
取
締
役　

長
内
建

佑
、
小
野
勅
紘
、
加
茂
周
治
、
堀
江
裕
一
、

山
本
太
郎
、
武
田
建
・
武
田
寿
子
、
水
野

雄
二
・
水
野
公
子
、
今
西
政
弘
・
今
西
時

子
、
鈴
木
誠
也
、
舘
忠
之
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
同
盟
国
際
青
少
年
セ
ン
タ
ー
東
山
荘
、

丹
羽
武
夫
、
長
尾
亘
、
若
林
成
幸
、
藤
村

洋
、
佐
伯
一
丸
、
中
山
豊
美
、
石
田
由
美

子
、
島
田
恒
、
山
口
政
紀
、
山
口
洋
子
、

飯
田
義
雄
、
小
田
浩
、
遠
近
芳
紀
、
安
行

英
文
、
細
見
俊
雄
、
星
野
昌
枝
、
松
田
康

之 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

遠
藤
浩
、
兼
田
幸
子
、
武
田
寿
子
、
江
原

伯
陽
、
清
水
泰
人
、
富
川
和
彦
、
中
條
道

雄
、
濵
浩
一
、
今
井
鎮
雄

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
第
22
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
】

４
月
22
日
（
木
）

千
刈
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

参
加
者
56
名

収
益　

２
９
４
、６
９
９
円

足
立
康
幸
、
飯
田
義
雄
、
猪
飼
惇
二
、
石

原
雅
文
、
今
小
路
憲
人
、
植
田
淳
子
、
上

野
恭
男
、
大
田
靖
之
、
小
笠
原
美
根
、
奥

山
泰
仁
、
尾
崎
伸
、
長
内
建
佑
、
小
田
川

哲
朗
、
尾
上
尚
司
、
柏
原
佳
子
、
嘉
納
洋
、

嘉
納
忠
夫
、
功
力
正
士
、
熊
谷
親
啓
、
合

田
純
二
、
佐
野
睦
、
清
水
泰
人
、
杉
村
肇
、

鈴
木
博
正
、
住
川
巧
、
武
田
寿
子
、
多
胡

葉
子
、
谷
紳
一
、
堂
本
将
司
、
中
尾
英
輔
、

長
澤
智
子
、
中
志
文
廣
、
中
村
忠
嘉
、
西

田
勉
、
野
呂
隆
、
橋
本
正
晴
、
濵
浩
一
、

濵
美
智
子
、
広
瀬
一
雄
、
堀
岩
夫
、
堀
江

裕
一
、
松
井
隆
介
、
松
崎
良
治
、
万
本
敬

一
、
水
野
雄
二
、
水
間
麻
貴
子
、
三
宅
敬
、

安
行
英
文
、
山
口
政
紀
、
山
口
洋
子
、
山

路
正
明
、
山
本
克
己
、
山
本
常
雄
、
吉
田

透
、
吉
野
泰
史
、
吉
原
尚
美
、
大
久
保
忠

彦
、
大
久
保
淑
子
、
郡
美
恵
子
、
芝
川
英

美
子
、
下
田
恵
美
子
、
鳥
井
文
倭
子
、
松

本
文
男
、
吉
田
恵
美
、
米
田
喜
美
、
米
田

准
三
、
和
田
智
子
、
和
田
貞
雄
、
阪
根
新
、

二
宮
英
喜 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

現
在
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
神
戸
市

中
央
区
を
中
心
に
、
高
齢
者
世
帯
へ
の

自
立
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
訪
問
介

護
事
業
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
９
年
度
か
ら
続
い
て
い
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
修
了
生

の
中
か
ら
、
自
ら
の
成
長
の
為
、
ま
た

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ら
し
い
地
域
へ
の
在
宅
介
護

を
サ
ポ
ー
ト
・
推
進
す
る
為
の
事
業
所

設
置
の
気
運
が
高
ま
り
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
願
い
と
が
一
致
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
２
０
０
０
年
度
の
介
護
保
険

制
度
施
行
時
よ
り
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
、
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

事
務
所
に
は
３
名
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
３
名
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
主
任
ヘ
ル
パ
ー
、
そ
し
て
最
前
線
で

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
介
護
ス
タ
ッ

フ
30
名
が
、
利
用
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
う
た
め
毎
日
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
何

よ
り
全
て
の
人
が
尊
ば
れ
、
そ
の
も
て

る
力
を
発
揮
し
、
い
き
い
き
と
し
た
自

立
生
活
に
寄
り
添
う
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
為
、
開
設
当
初
か
ら
現

在
ま
で
毎
月
、
自
発
的
な
研
修
会
を
開

催
し
、
介
護
技
術
の
研
鑽
は
も
ち
ろ
ん
、

事
例
検
討
、
ケ
ア
す
る
側
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
、
ま
た
チ
ー
ム
ケ
ア
の
大
切
さ
を

学
び
、
利
用
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
そ
の

主
た
る
介
護
者
の
方
と
の
連
携
を
深
め

る
為
の
学
び
の
時
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
ス
タ
ッ
フ
一
人
で
利
用
者
の

お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
緊
張
も
あ

り
、
密
室
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

実
際
は
私
た
ち
以
上
に
利
用
者
の
方
々

に
は
他
人
が
訪
問
す
る
こ
と
へ
の
緊
張

と
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
理

解
し
、
利
用
者
の
方
々
の
思
い
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
活
動
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
特
徴
で
あ
る
認
知
症
状
の
あ

る
方
へ
の
介
護
や
在
宅
で
の
看
取
り
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
会
い
と
別
れ

（
逝
去
）
の
中
で
、
お
ひ
と
り
お
一
人
の

人
生
の
一
番
大
事
な
部
分
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

毎
日
で
す
。
そ
の
よ
う
な
在
宅
の
各
現

場
で
、
私
た
ち
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
大
切
に

し
て
い
る
４
つ
の
価
値
（
思
い
や
り
・

誠
実
さ
・
尊

敬
心
・
責
任

感
）
を
、
介

護
サ
ー
ビ
ス

を
通
し
て
提

供
し
て
い
ま

す
。

　

５
月
16
日
（
日
）
学
園
都
市

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
プ
ー
ル
で
、
水
上
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
自
己
泳
力
の

確
認
向
上
を
目
的
に
ア
ク
ア

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。
服
を
着
て
、
手

を
縛
り
可
動
域
を
狭
め
、
目
隠

し
し
た
状
態
で
水
深
２
．５
ｍ
エ

リ
ア
へ
落
水
、
呼
吸
確
保
と
助

け
を
呼
ぶ
体
験
を
し
ま
し
た
。

「
溺
れ
る
」
恐
怖
を
体
験
し
ま
し

た
。
泳
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
、
互
い
に
叱
咤
激
励
し
な

が
ら
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
泳
ぎ

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ

ス
キ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
牽
引

は
想
像
以
上
に
難
し
く
、
練
習

の
必
要
を
改
め
て
実
感
し
、
ま

た
体
力
的
な
負
荷
も
と
て
も
大

き
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
。
水
辺
の
活
動
が
増
え
る

夏
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
大
切
な
「
い
の
ち
」

を
守
る
た
め
に
、
重
要
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
事
務
所
10
周
年

ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
施

～ご参加の方から～
　『５／ 30（日）にファミリーデイのハイキングに
参加させて頂きました●●と申します。４歳の息子
と友人家族で参加させて頂き、４歳児にとっては決
して楽とはいえないコースでしたが、最後まで自力
で歩いたことと、市ヶ原でのカレー作りなど、とて
も貴重な経験をさせてあげられたと感謝しておりま
す。（ちょっと感動しました（笑））
　私共のグループを引率して頂きました「えばちょ
リーダー」「ゆきリーダー」にも、子供と一生懸命

遊んで頂き感謝しておりますし、
その他の方々も、安全第一に配慮
頂き、本当に親子共々楽しい１日
でした。また機会があれば是非参
加させて頂きます！　その時撮っ
た写真１枚だけですが一緒に送ら
せて頂きます。どうも有難うござ
いました。』

ＹＭＣＡファミリーデイＹＭＣＡファミリーデイＹＭＣＡファミリーデイ

独居の方へサンタ訪問
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シ
リ
ー
ズ　

こ
く
さ
い
の
ま
ど 

⑭

　

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
国
際
協
力
募

金
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募

金
は
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
行
な
う

国
際
協
力
、
地
域
奉
仕
活
動
に
、

そ
し
て
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
を
通

し
て
災
害
支
援
、
難
民
支
援
等
に

用
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
募
金
を
用
い
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ひ
と
つ
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
神
戸

－

チ
ェ
ン
マ
イ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
イ

の
チ
ェ
ン
マ
イ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
じ

第
20
回
（
２
０
０
３
年
度
）
タ
イ

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
メ
ー

ロ
イ
ラ
イ
村
を
対
象
と
し
て
、

「
平
和
教
育
事
業
」
と
「
エ
イ
ズ

孤
児
奨
学
金
事
業
」
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
３
月
、
キ
ャ
ン
プ

実
施
の
た
め
に
訪
れ
た
こ
の
村
で

は
、
学
校
を
中
心
に
エ
イ
ズ
教
育

へ
の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
お

り
、
学
校
の
先
生
方
と
と
も
に
村

内
の
エ
イ
ズ
孤
児
宅
を
訪
問
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
訪
問

し
た
十
数
件
の
家
々
で
は
、
孤
児

と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
を
知
り
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
過

ご
し
た
１
週
間

は
、
参
加
者
た

ち
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
体

験
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、

数
回
に
わ
た

り
、
キ
ャ
ン
プ

地
で
の
エ
イ
ズ

孤
児
家
庭
訪
問

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
る
学
び
か

ら
、
両
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
と
も
に
エ
イ

ズ
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
再
確

認
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
そ

の
家
庭
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え

て
い
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
」

へ
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案

し
ま
し
た
。
第
20
回
ワ
ー
ク
地
を

対
象
地
域
と
し
て
、
子
ど
も
、
若

者
、
成
人
の
各
世
代
へ
の
教
育
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１

期
（
２
０
０
５
年
）
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
第
２
期
（
２
０
０
６

／
２
０
０
７
年
）
を
経
て
、
第

３
期
（
２
０
０
９
／
２
０
１
０

年
）
が
今
年
２
月
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
対
象
の

村
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
の
村
々
か

ら
の
平
和
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
が
増
え
、
関
心
の
高
ま
り
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
４
年

か
ら
６
年
が
経
ち
、
子
ど
も
た
ち

の
理
解
も
深
ま
り
、
積
極
的
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
継
続
し
た
取
り

組
み
が
で
き
て
い
る
は
、
村
の
人

た
ち
が
主
体
的
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
こ
の
村
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

総主事　水野雄二

奏鳴曲 No.43
ソナタ

　見上げてごらん、
　　　　　　夜の星を
　今年もまたＹＭＣＡキャンプの季節がやってきました。
キャンプ場の夜空に星がきらめき、星影さやかにキャンプ
ファイアの火を囲む夏が近づいてきました。
　昔、坂本九という歌手が「見上げてごらん、夜の星を」と
いう唄を歌ってヒットしました。私が10歳だった時の歌です
が、なぜか昔からこの唄が大好きでした。
　「♪見上げてごらん夜の星を、小さな星の小さな光が、さ
さやかな幸せを歌ってる…♪」50年近く前の日本は、まだそ
れほど豊かでもなく、「小さな光」や「ささやかな幸せ」、「名
もなき星」に共感を覚える時代だったのでしょう。
　ある人がホームページにこんなことを書いていました。「思
い返すと私はよく空を見上げていた。そしてそのたびに心が
洗われた。私は特別な宗教を信仰しているわけではないけど、
やっぱり神様みたいなのは居て、一生懸命がんばったらそれ
なりのご褒美がもらえるのではないかな、ということ。夕暮
れ空を見上げて私は神様みたいなのに、ああ、こんな美しい
ものが今日も見れたよ、ありがとう、と心の中でつぶやく。
そしたら、その神様みたいなのはこう言ってくれるかも知れ
ない。おう！　そうか、よかったな、明日もよぅきばりや！」
　私もまた困難にぶつかったとき、夜の星を見上げながら、
神様みたいな何かに感謝と願いの祈りを捧げましょう。そし
たら、きっとこう言ってくれるでしょう。「♪手をつなごう、
ぼくと。追いかけよう、夢を。二人なら苦しくなんかないさ
…♪」
　キャンプの夜は神様との対話のとき。ＹＭＣＡキャンプの
ミッションに示された「神の恵みを知り、感謝の気持ちを養
う」ということ。今年はキャンプＹＭＣＡ90周年。夜の星は
優しい「神様」の眼
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差
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しかも知れません。
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第２期奨学金受給生

【収入】 （単位：円）
通常募金 2,688 ,055
指定募金 3,163 ,426
合計 5,851 ,481

【支出】 （単位：円）
日本ＹＭＣＡ同盟拠出金 400 ,000
タイワークキャンプ及びボランティア・チェンマイ派遣 1,406 ,500
定住外国人子ども奨学金 180 ,000
神戸ＹＭＣＡ日本語学校就学生奨学金 240 ,000
国際活動リーダーシップ養成 416 ,313
エイズ孤児支援・エイズ教育支援 200 ,000
オリーブの木・パレスチナ難民支援 68 ,000
台風９号佐用町災害支援 980 ,522
台湾台風８号災害支援 619 ,000
ハイチ大地震支援 576 ,000
チリ大地震支援 10 ,000
その他災害支援 220 ,000
開発・国際理解教育 137 ,714
事務局経費 397 ,432

計 5 ,851 ,481

プログラムに参加する子どもたち
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2009年度ＹＭＣＡ国際協力募金への
ご協力ありがとうございました。
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★★ 個人消息　★★

■ご結婚■　おめでとうございます
　５/30　建内志保さん（三宮ブランチ）
　　　　　　　　　　　　　　　田中浩一朗さんと
■ご逝去■　謹んでお悔やみ申し上げます
　５/１　小林省三様（前北九州ＹＭＣＡ総主事）
　５/１　尾崎一政様（東京ＹＭＣＡ理事）
　５/６　山本亮司さん（三宮ブランチ）ご祖父様
　５/16　中野卓磨さん（三田センター）ご祖母様

■50年継続会員賞
　大塚敏子、嘉納忠夫、吉川欣一郎

■25年継続会員賞
　 宮田純子、芹野俊郎、濵浩一、濵美智子、阿部俊、谷口かおる、杉林則子、
　末本誠、阿部信太郎、藤本貞治、鈴木博和、鈴木光子、安田絹枝、
　矢野玲子、戸山好枝、福田保、高野尚子、藤丸敏子、　五百蔵康民、
　中村典子、遠藤浩、小紫富久枝、三上展、寺井智子、大崎雲平、曽我真一、
　森下幾子、今西努、曽少玲、菅野七津也、熊谷親啓、江慧芳

続勤続者賞
秀（本部事務局）

■青少年奉仕賞
　佐野信三、山岸武久、三宅幸子、
　大津善旦、今西時子、加藤光信、
　金徳化、嘉納洋、上野恭男、
　青柳正志、今田和子

安積裕子さん【西宮ブランチ】
　普段は特別支援学校の教員としてご活躍されながらも、サポートプログ
ラムに５年以上ボランティアとして関わってくださり、複数のプログラム
に精力的に関わってくださっています。積み重ねられた経験からのメン
バーとの触れ合いは、子どもたちに安心感を与え、他のボランティアの見
本ともなっています。また、ＹＭＣＡと学校、教育現場への架け橋となっ
ていただいたり、ＬＤ学会などで研究結果も発表されたりと、子どもたち
への支援がより深まるようにご尽力されています。

草川美樹さん【西神戸ブランチ】
　高１の時から３年間、学童のボランティアとして活躍していただきまし
た。子どもからの信頼も厚く、昨年は学童余島キャンプのカウンセラーも
されるなど、大きな力となってくださいました。
４月からは大学生になられ、西宮ブランチでボランティアリーダーとして
活動してくださっています。

鉄川洋志さん【ウエルネスセンター学園都市】
　ウエルネスセンター学園都市の青成会員でありながら、毎週火曜日に、
ラケットボールプログラムのプレーパートナーとして、昨年度からボラ
ンティアとして担当してくださっています。ご自身もラケットボールの試

合に出場されており、経験豊富な鉄川さんを目当てに毎回多くの会員が集
まられています。今年度も引き続き同じ時間帯で活躍していただいていま
す。

澤田衣里さん【ウエルネスセンター三宮】
　野外リーダーOBであり、現在、教員として小学校で働きながらも、夏
休みのコープこうべとの共同プログラム「あそびっこウイーク」、また、
スキーキャンプを担ってくださいました。スキーキャンプでは突然の体調
不良によるリーダーの代理としてご参加くださいました。また、活動の中
では、現役リーダーたちを育成することも視野に入れながら、プログラム
を支えてくださいました。引き続き、さまざまな活動でお支えいただいて
います。

山本浩史さん【三田センター】
　2007年度からの３年間にわたり日常サッカークラス、野外活動、キャ
ンプなど様々なプログラムを担ってくださいました。リーダーＯＢとして
の経験や知識を惜しみなく発揮され、多くのリーダーから慕われ、現在の
三田リーダー会においても必要不可欠な存在です。メンバーや保護者から
の信頼も厚く、若い講師の見本ともなっています。今年度も引き続き、そ
の多彩な才能を発揮してくださっています。

神戸YMCAボランティア奨神 YMC ボランティアア奨 賞賞

夏のキャンプに備え、新入生を含むボランティアリーダー
91名で実施しました。

５／２（日）～５（水）
余島リーダートレーニングキャンプ

YMCAでの活動が１年未満のリーダーを対象に実施しまし
た。カヌー、野外料理などのスキルアップやキャンプ体験
を通し、葛藤、喜び、悲しみなど一人ひとりが自分と向き
合うトレーニングとなりました。

５／２（日）～４（火）
オール神戸リーダートレーニングキャンプ

幼児から大人まで約30名の出演者が、ピアノ演奏や合奏な
ど、日頃の練習の成果を披露しました。

５／30（日）
ピアノ発表会（第15回SPRINGコンサート）三宮会館チャペルにて

延べ70名の参加者のみなさんが、プールでのさまざまなプ
ログラムを通して、ともに楽しい時間を過ごすことができ
ました。参加費は国際協力募金に寄付されます。

６／６（日）
チャリティスイム・フェスティバル　ウエルネスセンター学園都市

さまざまな特別プログラムを実施し、延べ257名が参加さ
れました。また、25,499円の国際協力募金が集まりました。

６／６（日）～13（日）
ウエルネスウィーク　ウエルネス三宮にて


